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東部地区在宅医療介護連携推進協議会

地域包括ケアシステムの構築に必要不可欠な多職種協働による在宅医療と介護の連携強化を目的として、
東部医師会と行政（鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町）が中心となり、平成27年（2015年）2月
に設置。医療、介護、福祉、行政の各団体・職種の代表34名で構成。

東部医師会 在宅医療介護連携推進室
平成27年（2015年）4月に設置。東部医師会職員2名と行政（鳥取市）職員2名の協働で業務を実施。



厚生労働省資料より



厚生労働省資料より
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情報共有、意見交換、住民啓発の推進、生活支援・認知症等他
施策との情報共有、保健所・因幡･但馬麒麟のまちとの連携

事業全体の企画、協議会やWGの進捗管理、
未検討項目の協議、ＨＰ運用総合企画WG

行政WG

多職種研修WG

住民啓発WG

地域資源WG
～H29.5まで

東部地区在宅医療介護連携推進協議会 「ワーキンググループ（ＷＧ）」 （平成27～令和元年度）

情報共有支援WG
H30.3～

資源調査内容の検討・実施、医療介護資源マップ作成、
資源マップＷＥＢの検討・構築

多職種研修の把握、ワールドカフェで研修項目抽出、
新たな多職種研修の企画・開催、ファシリテーターと協働

住民向け学習会（寸劇）開催の企画・開催、寸劇DVD作成、
パンフレット(地域包括ケア、ACP)、ファシリテーターと協働

連携ツール（様式等）の現状把握と既存情報のオープン化、
統一様式や情報連携ツールの検討、入退院の手引き作成
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住民啓発の更なる推進・活性化
行政間の情報共有、保健所・因幡･但馬麒麟のまちとの連携

事業全体の企画、協議会やWGの進捗管理、
未検討項目の協議、ＨＰ運用など総合企画WG

行政・住民啓発
WG

研修支援WG

東部地区在宅医療介護連携推進協議会 「ワーキンググループ（ＷＧ）」 （令和２年度～）

ACPﾉｰﾄ企画WG
（期間限定）

多職種研修の企画・開催・評価を一元的に実施
ファシリテーターと協働した研修会の運営

ACPパンフレット一体型の終活支援ノートの企画・作成
医療機関・介護施設での活用策の検討
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在宅療養支援
WG

在宅療養時の課題協議
情報共有のみでなく幅広く協議を実施



ファシリテーター

東部地区在宅医療介護連携推進協議会 「ワーキンググループ（ＷＧ）」

多職種研修会でのプレゼン・グループファシリテーション、
住民向け学習会のグループファシリテーションへの参画。
フォローアップ研修への参加。

◆◆ 保健所との協働事業 ◆◆

ファシリテーター養成研修、プレゼンター養成研修を実施。

※ 多職種研修会や住民啓発活動に参画いただいています。



協議会・ＷＧでの取り組み （医療・介護の資源情報の共有）

（ア） 地域の医療・介護の資源の把握

■在宅の対応・内容を含めた独自調査（H27.11、H30.11）を実施（全機関回収）
・保険外サービスも把握（有料老人ホーム・サ高住）

■H28.3 医療･介護資源マップ（冊子）を作成・配布

■H29.5 医療･介護資源マップ（ＷＥＢ）稼動開始
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医療･介護資源マップ（Web）検索画面



医療･介護資源マップ（検索結果）
（見本）左:医科診療所、右:居宅支援事業所



協議会・ＷＧでの取り組み （医療・介護連携に係るアンケート調査）

（ウ） 切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進

■医療・介護連携に係るアンケート調査（H27、H29、R元）※保健所協働事業

ケアマネジャーと病院との入退院時の連携状況を把握するため、ケアマネジャーを
対象にアンケート調査を実施 （R元は病院MSWへもアンケート調査実施）

調査結果は、入院時情報提供書の様式統一、入退院時の手引き作成に取組みにつながった



協議会・ＷＧでの取り組み （入退院時のケアマネと病院の手引き）

（エ） 医療・介護関係者の情報共有の支援

◆入院・退院時におけるケアマネジャーと医療機関、連携・情報共有の手引きの策定
ケアマネアンケート結果、厚生労働省通知を受け、東部地域の入退院ルールを策定した。
入院時情報提供書も、新たに厚生労働省提示様式に統一することとした。

（参考）在宅医療の充実に向けた取組の進め方について（H31.1.29厚生労働省）:（４）在宅医療への円滑な移行
病院等と在宅との間で、療養の場が円滑に移行できるよう、病院が後方支援を行うことを含めて、病院、診療所の医療
関係者や、介護支援専門員等が協議を行い、在宅医療圏ごとに必要な入退院ルールを策定することが重要であり、都道
府県はその支援を行うこと。



協議会・ＷＧでの取り組み （関係者の相談支援）

（オ） 在宅医療・介護連携に関する相談支援

◆ 東部医師会在宅医療介護連携推進室の職員（兼務）で運営 （Ｈ２８．１１～）

■ 医療・介護関係者からの相談のみ ■ 住民からの相談は「地域包括支援センター」



協議会・ＷＧでの取り組み（医療・介護関係者の多職種研修）

（多職種研修） 東部在宅医療・介護連携研究会 （年４回開催）

■第１回（H27年6月）～第20回（令和2年2月）延べ1,169名参加

■実際におこった在宅事例をとおして、解決策を多職種で考える。
■参加する多職種の顔の見える関係づくり。

（カ） 医療・介護関係者の研修



多職種研修プログラム ＆ 住民啓発プログラム

①共助の視点 ②互助の視点 ③③
意思決定の視点

退院前カンファ
による在宅医療
や介護保険の理解

医療･介護での限界
インフォーマル
サービスについて

ACP
アドバンス・ケア・
プランニング

②
在宅療養中
（生活支援）

③
看取りの時期
（終末期支援）

退院前
カンファレンス

サービス担当者会議
意思決定（ＡＣＰ）の

支援
人工的水分・栄養

エンドオブライフケア

①
（多職種研修） 地域包括ケア専門職“絆”研修 （３回シリーズ）

①
病院から在宅へ
（退院支援）

（住民啓発） 我が家（うちげぇ）に帰りたい （寸劇２部構成）

共通した、仮想の症例で、研修を実施



協議会・ＷＧでの取り組み（医療・介護関係者の多職種研修）

（多職種研修） 地域包括ケア専門職“絆”研修 （３回シリーズ）

■第１回“絆”研修 H29年4月～ 10月（3回シリーズ） 延べ257名参加
■第２回“絆”研修 H30年1月～ 6月（3回シリーズ） 延べ151名参加
■第３回“絆”研修 H30年9月～ 31.3月（3回シリーズ） 延べ140名参加
■第４回“絆”研修 H31年4月～ 元.12月（3回シリーズ）延べ149名参加

（カ） 医療・介護関係者の研修
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協議会・ＷＧでの取り組み（医療・介護関係者の多職種研修）

オンライン研修動画「認知症とともに生きる」

① オープニング （目的、講師自己紹介、研修テーマについて）

② Ｐａｒｔ１ 「認知症」どんなイメージを持っていますか
～新しい認知症のイメージに向けて～

③ Ｐａｒｔ２ 「希望」をもたらす専門職へ
（※ 限定公開・要申込み） 8/7より一般公開

～医療・介護の専門職のみなさまへ、
わたしからのメッセージ～

④ Ｐａｒｔ３ そばにいて、ともに歩む「パートナー」に
～パートナーのいる安心感、

お互い同じ目的があって成⾧していくもの～

⑤ Ｐａｒｔ４ 認知症とともに生きる、みんなの「希望大使」
～すべての本人・住民が、希望をもって

ともに暮らしていけるように～



（キ） 地域住民への普及啓発

協議会・ＷＧでの取り組み（地域住民への普及啓発）

住民啓発寸劇DVD 「我が家（うちげぇ）に帰りたい」

■第一部 退院後の在宅生活、本人・家族の思いと不安
■第二部 将来の不安、いざという時のことを考えていますか? 伝えていますか?

裕次郎とひばりは高齢の2人世帯。裕次郎さんが脳梗塞で倒れて、救急車で入院。退院する前、
在宅療養中に家族や医療・介護関係者と話し合います。



協議会・ＷＧでの取り組み（地域住民への普及啓発）

ＡＣＰパンフレット（H29.11～）
さいごまで自分らしく 豊かな人生のための わたしたちの心づもり

まずは、考えてみましょう、話し合ってみましょう、という内容
寸劇（DVD) とあわせてＡＣＰについても住民に普及啓発

【課題】医療･介護の関係者が知らない。関係者・事業所への周知活動も実施中です。



【目 的】
人生の最終段階における医療・介護についてあらかじめ話し合い、また繰り返し話し合うこと
の必要性を理解していただき、ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）を実践する活動に
つなげていくことを目的としています。

【ノートの特徴】
●ＡＣＰ啓発パンフレット（さいごまで自分らしく
豊かな人生のためのわたしたちの心づもり）とあわ
せて活用することで、啓発効果を高めます。

●繰り返し話し合った気持ちが残せるよう、もしも
の時の医療や介護のページが３回分あります。

●複数の市町（連携中枢都市圏）共同で取り組み
ます。（全国的に珍しい取り組みです）

◆１市５町で同内容の住民啓発を行っています。

協議会・ＷＧでの取り組み（地域住民への普及啓発）

終活支援ノート「わたしの心づもり」を作成（平成30年6月～）



協議会・ＷＧでの取り組み（地域住民への普及啓発）

■H29年度（住民向け 7回 209人:関係者向け 8回362人参加）

■実際の寸劇によるモデル開催 H29/2/26
●地域で保健や福祉の役割を担っている方々（参加者 51名）

■H30年度（住民向け37回1,498人:関係者向け29回980人参加）
■R01年度（住民向け37回1,220人:関係者向け 4回158人参加）

◆延べ4,400人以上が参加



（ク） 関係市区町村の連携 （新たな広域連携）

美方郡より
県中部へ

地域住民の生活（医療）圏と行政がつくる圏域は一致しない!!

※ 東部1市4町と新温泉町（連携中枢都市圏の形成）H30.4～
令和2年度からは、香美町も



取り組み内容の詳細は、ホームページをご覧ください

http://www.toubu.tottori.med.or.jp/zaitaku
LINE公式、はじめました

研修会の案内等をします
友達追加よろしくお願いします


